
令和７年度各教科等における授業の実施の状況と今後の取組に向けて

各教科等における授業実施の状況について、令和７年度学校教育実施状況
調査の結果及び学校訪問等を通して見えてきたことをもとに、令和７年度の
各教科等の指導のポイントに照らして分析し、今後の取組に向けて必要と
考えられることなどが、教科等ごとにまとめてあります。

「自分の考えを持ち、工夫して表現する子どもの育成」に向けた
各教科等の指導のポイント
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鳥取県教育委員会では、令和６
年度から「鳥取県教育の重点～
各教科等の指導のポイント～」を
作成し、その重点目標を「自分の
考えを持ち、工夫して表現する
子どもの育成」として、各学校に
おいて、授業改善の取組を進め
ていただいています。

Googleアカウント
（@g.torikyo.ed.jp）で
ログインしてご覧ください。

鳥取県の現状と重点目標作成の意図

内容

【（例）社会 】

※表の数値は、令和７年度学校教育実施状況調査の結果を示しています。

しかし、近年の全国学力・学習状況調査の児童生徒
質問紙調査結果を見ると、「自分の考えを発表する機会
では、考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立て
などを工夫して発表した」ことに対する本県の児童生徒の
肯定的回答の割合は全国（公立）との回答と比べて低く、
特に小学校では、その差がより広がっています。

この重点目標は、「思考力、判断力、表現力等」の育成や
「知識及び技能」の習得、現行学習指導要領が目指して
いる「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善に
つながるものであると考えています。これまで各学校で
進められてきた授業改善を確かな土台としつつ、全県が
一体となって重点目標の達成に向けて、歩みを揃えて
取り組むことが大切です。

令和７年度の実施状況をふまえ、
指導のポイントを追加・修正した
教科もあります。今年度の内容を
ぜひ御確認下さい。

西部教育局
お役立ち情報
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「自分の考えを持ち、工夫して表現する子どもの育成」を目指して


